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リリースノート 

このドライブシステムリリースパックの新機能。 

LA Network Manager 2026.1 
- LS10 Managerツールを L-Acoustics Device Scannerに置き換えました。 
- LA1.16i アンプリファイドコントローラーのステイタスセレクターで、オートスタンバイおよびオートウェイクアップの機能が利用可能

にしました。 
- ソースに Autofilterが適用されているセッションの読み込みおよび使用時のパフォーマンスを向上しました。 
- LA7.16(i)における L2 または L2D 混合選択レイアウトにプリセットセレクターが対応しました。また、すべての指向性設定を一括変更

できるようになりました。 

Drive system firmware 2.17.0 
- P1センサーで測定した温度と湿度の情報を HTTP APIで提供します。 
- LC16Dの AES67モード：LC16Dが PTPグランドマスターとして動作する場合、外部クロック入力をクロック基準として使用できます。 
- LA1.16i、LA2Xi、LA7.16i、LC16D の AES67 モードにおける組み込み Web インターフェイス：選択したストリーム入力の拡張ビュー

に、非対応フォーマット、アーリータイムスタンプ、レイトタイムスタンプのエラーカウンタが表示されます。 
- さまざまな改善とバグ修正。 

ドライブシステム内のすべての L-Acoustics アンプリファイドコントローラーと P1 プロセッサーは、常に同一のファームウェアバージョンで
動作させる必要があります。詳細な手順については、ダウンロードパッケージ内のオーナーズマニュアルを参照してください。 

Preset libraryと Enclosure library 7.16 
- [K1SB_100_NC]を追加。 
- 軽微な改善。 

詳細はダウンロードパッケージ内のプリセットガイドを参照してください。 

修正した問題 

LA Network Manager 

L2-7226 タブレットを使用する場合に Enable Numeric keypad（数値キーパッドを有効にする）オプションが有効になっ
ていても、数値キーパッドが使えない。 

L2-7236 Tuningページにおいて、無音時でもMuteビューで最大レベルを示すことがある。 

Drive system firmware 

F1F-4571 LS10 および LC16D 組み込み Web インターフェイス：デバイスが PTP グランドマスターの場合、PTP 設定パネル
にMeラベルが表示されないことがある。 

F1F-4628 P1：AVBおよび AES/EBU入力のフォールバックアクティブステイタスが次回起動時に復元される。 

F1F-4709 継続的に再起動する LA4Xに対するリカバリー手順が実行できなくなった。 

F1F-4768 LS10 組み込み Web インターフェイス：隣接伝播遅延値が 0 nsの場合、選択ポートの拡張ビューで AVBプロパテ
ィが表示されない。 

F1F-4831 LS10が IPアドレスを変更した後に LLDPメッセージを更新しない。 
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F1F-4832 ミュート状態のメディアプレーヤーのピークモニタリングが HTTP APIに-140 dBを返す。 

F1F-4877 LA1.16i、LA2Xi、LA7.16i、LC16D（AES67モード時）：IGMPを使用するネットワークにおいて、IPアドレスxxx.0.0.1
または xxx.128.0.1でマルチキャストストリームを受信してから数分後にクロッキングエラーが表示される。 

Preset libraryと Enclosure library 

PLIB-382 LA1.16i：[X12_MO]プリセットにパワーバジェット値が設定されていない。 

既知の問題と制限事項 

LA Network Manager 

全般 

L2-1385 L-NETネットワークと同じサブネットには 1枚のみのネットワークカードを設定する必要があります。 

L2-2366 P1：LA Network Managerからのコンフィグレーションファイルマネージメントは機能しません。コンフィグレーショ
ンファイルは P1フロントパネルからのみマネージメントできます。 

L2-2490 P1：セッティングプロテクションは機能しません。 

L2-2559 Windows：特定のポートで USB ネットワークインターフェイスカードを初めて使用する場合、LA NWM の AVDECC 
1722.1コントローラーが動作を開始できるように、USBネットワークインターフェイスカードを接続した状態で PCを
再起動する必要があります。 

L2-3284 P1：メディアプレーヤーのリモートコントロールは機能しません。メディアプレーヤーは P1のフロントパネルからのみ
操作できます。 

L2-3286 P1：プロセッサーユニットのリミッター動作状況は表示されません。（ライブページの L-DRIVE Gain Reduction を除
く） 

L2-4953 Windows 10 においてマルチスクリーン使用時に数値キーパッドがオーバーサイズになる。数値キーパッドを閉じ、再
度開くと症状が修正されます。 

L2-6920 macOS：LA7.16(i)のレイアウトはローカルファイルに保存できません。 

L2-7084 macOS Sequoia (15.x)：オンラインユニットを検出できないことがあります。LA Network Managerに対するローカ
ルネットワーク権限を一度無効にしてから再度有効にすると問題が解決します。(Apple メニュー > システム設定 > 
プライバシーとセキュリティ > ローカル ネットワーク) 

Setupページ 

L2-234 ユニットマッチャー上で複数のバーチャルユニットの IP アドレスをまとめて変更する場合、移動元と移動先のセルが重
複していると移動できません。 

L2-1644 スタンバイユニットは PINプロテクションを表示しません。 

L2-1918 ファクトリープリセットが選ばれているユニットをファームウェアアップデート：好ましいユーザープリセットメモリ
ーへの振り分けが考慮されません。 

L2-2057 ユニットマッチャーからの IPアドレス変更が正常に適応されないケースがあります。 

L2-3170 ファームウェアアップロード終了時に P1 が”disconnected”の赤色ステータスになります。（ファームウェアアップロー
ドには影響を与えません。） 

L2-3662 アンプリファイドコントローラー：プリセットローダーを開くと追加の AESエラーがレポートされます。（該当する場合
に） 

L2-6444 LA7.16：ファームウェアアップデートに失敗することがあります。回避策：ユニットを再起動してください。 

L2-6809 ファームウェアを上位のマイナーバージョン(例:ファームウェア 2.12.x からファームウェア 2.13.x)に更新すると、P1
と LA7.16 (i) ユニットがワークスペースから削除され、ネットワークスキャンゾーンに戻されます。回避策:セッション
をリロードしてください。 
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Tuningページ 

L2-2527 P1：ユニットパラメーターのコピー/ペーストができません。 

L2-2898 P1：コンパクトビュー時に P1 バーチャルユニットのコンターEQ・グループゲイン・グループディレイは表示がリフレ
ッシュされません。 

L2-3260 P1：コントロールパネルの Busタブにあるディレイ単位は常にmsです。 

L2-3285 P1：P1のグループには Polarityコントロールがありません。 

M1002-749 M1: 現在、別セッションで測定したシステムレスポンスなどの基準曲線をインポートできません。回避策：基準曲線の
インパルスレスポンス（IR）をポスト EQでエクスポートし、ワークスペースに仮想のアンプリファイドコントローラー
を追加してグループにアサイン、グループをロケーションにアサインし、オープンループ（ノイズのみ）でレコードした
後、EQタブでメンテナンスメニューからリファレンス IRをインポートします。 

M1002-1346 複数の P1 による M1：マスターP1 による測定中はスレーブ P1 がミュートされます。測定中にスレーブ P1 のミュート
解除が必要な場合は、スレーブ P1をスキャン範囲外の IPアドレスに設定してください。 

Firmware 

 LA4Xはファームウェアアップデート中に接続しているスピーカーから低レベルのクリック音が発生します。 

F1F-110 大音量の音声信号を入力した後に音を止めた場合、SIGNAL LED が点灯したままになることがあります。 

F1F-1235 P1：セッティングプロテクションは機能しません。 

F1F-3385 P1：メディアプレーヤーが 32 GBを超える容量のストレージに対応していない。 

16出力アンプリファイドコントローラーにおける制限 

LA1.16iおよび LA7.16(i)の既知の制限はつぎのとおりです。 
- ユニットマッチャーは現時点では非対応です。 
- レイアウトファミリーの競合は管理されません：バーチャルユニットのパラメーターがフィジカルユニットにプッシュされます。

LA7.16(i)のコンフリクト解消の詳細についてはヘルプを参照してください。 
- セットアップページでの複数選択： 

- オペレーティングモードセレクター、ステイタスセレクター、プリセットセレクター（同一レイアウトのみ）のみ対応。 
- 複数ユニットを選択している場合、インプットセレクターでソースのステータスが表示されません。 

- セッティングプロテクションは現時点では非対応です。 
- ショーモードは現時点では非対応です。 

技術的な問題の報告や一般的なフィードバックは、L-Acoustics（nm@l-acoustics.com）までご連絡ください。 

推奨事項 

ネットワークセットアップ 
- Ethernetディジーチェイン接続を用いる場合、ハードウエアバージョン ID1、ID2、ID3、の LA4Xは他のタイプのアンプリファイドコ

ントローラーの下流に接続してください。 
- 冗長ネットワークトポロジであっても、ネットワーク上で LA NWM を実行できるのは 1 台のコンピューターのみです。この場合、LA 

NWMはプライマリネットワークに接続します。プライマリネットワークとセカンダリネットワークの両方に接続しないでください。 
- LA NWMを実行するコンピューターとユニット間の接続に無線（WiFi）を用いないでください。無線によるリモートコントロールを行う

場合は 2台のコンピューターを用い、有線 NICを介して LA NWMが動作している 1台目のコンピューターをホストとし、2台目のコン
ピューターから WiFi 越しにリモートコントロールします。一般に認知されているリモートコントロールソリューションには、VNC、
TightVNC、TeamViewer、Splashtopなどがあります。 

- より優れたパフォーマンスのために：1 Gb/s のイーサネットを用い、アンプリファイドコントローラーの IPアドレスを連続させてくだ
さい。（LA NWMの IPスキャンレンジを適切に狭めてください。） 

- 1台のコンピューターからWiFiと有線を同時に LA NWMのネットワークに接続するとユニット検出に障害が発生します。WiFiカードを
無効にするか、WiFiカードを異なるサブネットプレフィックスを用いている別のネットワークに接続します。  
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- L-Acoustics ユニットのコントロールとモニタリングには、専用ネットワークの使用をお勧めします。他の機器とネットワークを共有す
る場合は： 
- L-Acousticsユニットの IPアドレスとは異なる IPアドレスが割り当てられていることを確認しコミュニケーションコンフリクトを

除去する。 
- L-Acoustics ユニットのネットワークインターフェイスがフラッディングして LA NWM との接続が不安定になるのを防ぐため、

LA4、LA8、LA4X ID1、ID2、ID3、をmulticast audio over IPトラフィックにさらさないでください。 

互換性 

サードパーティ制御 

Crestron®、Extron®、Q-SYS™などのサードパーティ製制御ソリューションを使用したシステム 
サードパーティ制御ソリューションを使用しているシステムの所有者およびエンドユーザーは、LA NWMを更新する前にシステムイ
ンテグレータに連絡をとり、更新がシステムに関連しているかどうかを必ず確認してください。 

互換性のために必要な最小バージョン 
- 16チャンネルアンプリファイドコントローラー用の Q-SYSプラグイン：1.8.4 
- 4チャンネルアンプリファイドコントローラー用の Q-SYSプラグイン：1.8.1 
- P1ネットワークオーディオプロセッサー用の Q-SYSプラグイン：1.5.5 
- LC16D用の Q-SYSプラグイン：1.1.2 
- Crestronモジュール：3.5.2 
- Control4：6 

L-Acousticsウェブサイトからダウンロード可能な Q-SYS技術解説書を参照してください。 

ファームウェアバージョン 

- 全てのユニットが同じファームウェアバージョンで動作していることを確認してください。 
- ファームウェアバージョン 2.17以上で動作させてください。 
- LA NWM バージョン 2.5.1以降は、ファームウェアバージョン 1.xで動作する LA4 / LA8ユニットを検出しません。ファームウェアバ

ージョン 1.xで動作する LA4 / LA8ユニットをアップデートするには NWM 2.4.4を使用します。ダウンロードしたパッケージに同梱さ
れている LA NWM Installation技術資料を参照してください。 

- バージョン 3.2.0以降の LA NWMでは、ファームウェアバージョン 1.5以下の LA4Xユニットをアップデートできなくなりました。バ
ージョン 1.5 以下の LA4X ユニットのアップデートには LA NWM 2.4.4 をご使用ください。ダウンロードパッケージに含まれる LA 
NWM Installation技術資料を参照してください。 

- ファームウェアを 2.10以前のバージョンにダウングレードする場合は、ターゲットとなるファームウェアのバージョンを含む LA NWM
を使用します。（LA NWMとファームウェアの互換性の問題に関する技術資料を参照）最初にアンプリファイドコントローラーをダウン
グレードし、次に P1をダウングレードします。P1のダウングレードはフロントパネルにWaiting for rebootが表示されるのを待ち、
電源を OFF→ONします。 

カスタムプリセット 

- このバージョンで作成したカスタムプリセットは、以前のバージョンの LA NWMでは使用できません。 
- プリセットバージョン 1.xまたは 2.xで作成したカスタムプリセットは、このバージョンの LA NWMとプリセットバージョン 3.x以上

のプリセットを用いて必ず作りなおしてください。 

セッション 

- LA NWM 1 *.systemファイルは、このバージョンの LA NWMでは開けません。新たに最初から作り直すことをお勧めします。 
- LA NWM 2 *.lsesまたは*.nwsysファイルは、このバージョンの LA NWMで開けます。1.xまたは 2.xのプリセットが含まれている場

合は、バージョン 3.x以上の対応するプリセットに必ず置き換えてください。 
- このバージョンの LA NWMで作ったセッション（*.nwmファイル）は、以前のバージョンの LA NWMでは使用できません。 
- ファイル名に非 ASCII文字を含むセッションファイルは保存できません。 

プリセット 

ユニットが古いプリセットを使用しているセッションファイルから作業を行うと互換性の問題が発生することがあります。LA NWM
に組み込まれているプリセットライブラリーから各ユニットに対応するプリセットをロードし、セッションファイルを更新することを
お勧めします。  
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詳細はダウンロードパッケージに含まれている LA NWM Optimization技術解説書を参照してください。 
- LA12Xにはバージョン 5.4以上のプリセットを用いてください。 
- LA2Xiにはバージョン 6.4以上のプリセットを用いてください。 
- プリセットバージョン 1.xまたは 2.xで作られたプリセットは、本バージョンの LA NWMを用いてプリセットバージョン 3.x 以上に必

ず置き換えてください。 
- プリセットライブラリーのバージョンが 4.x 以降の[K1][KARADOWNK1][K2_xx]プリセットは、プリセットライブラリーバージョン

4.0未満の[K1][KARADOWNK1]プリセットとの互換性がありません。 
- LA8用プリセットライブラリーバージョン 4.0未満の KARA、ARCS II、KUDOプリセットは、LA4Xに対する互換性がありません。 

詳細はダウンロードパッケージに含まれているプリセットガイドを参照してください。 
詳細はダウンロードパッケージに含まれている LA NWM and firmware compatibility issues技術解説書を参照してください。 

LA2Xi出力オペレーティングモード 

SE|SE|SE|SE オペレーティングモードはすべてのプリセットと互換性があります。ロードしたいプリセットとカレントプリセットが競合する
場合、プリセットをロードするための中間ステップとして、LA2Xiのオペレーティングモードを SE|SE|SE|SEに切り替えます。最終的にオペ
レーティングモードを再度切り替えます。（該当する場合） 
ブリッジするすべてのチャンネルのプリセットが同じプリセットファミリーのプリセットを使用することを条件として、チャンネルのブリッジ
が可能です。 
ブリッジするチャンネル間でパラメーターが同じでない場合、最初のチャンネルのパラメーターが優先され、ブリッジの他のチャンネルに提供
されます。 
PBTLモードは、LA2Xi本体背面パネルの PARピンをシャーシグランドピンに接続する必要があります。 

セッションファイルをロード中にユニットとの接続が切れた場合 

セッションファイルのロード中にユニットとの接続が切れたことがメッセージセンターに示された場合、セッションファイルをもう一度ロード
してください。 

AVB 

- AVBドメインの構築に使用できるのは AVBブリッジのみです。トーカーとリスナーの間に AVB非対応の LA4Xまたは LA4/LA8を挿入
するとドメインが分割されるため、これらの非 AVBブリッジを介したデバイス間でのストリーミングができません。 

- リダンダントネットワークを用いる場合、両方のネットワークをブリッジしないでください。特に次のことを確認してください。 
- 両方のネットワークに接続しているユニットがリダンダントモードに設定されていること。 
- LA4X、LA4、LA8など、リダンダントモード非対応のユニットはプライマリネットワークにのみ接続されていること。AVB冗長ネ

ットワークの設定方法についてはヘルプを参照してください。 
- 2 つの AVB 対応イーサネットアダプターを搭載した macOS コンピューターを使用する場合、コンピューターを両方のネットワー

クに接続できません。 
- WiFi ネットワークインターフェイスカード（NIC）は非対応です。NIC の選択については埋め込みヘルプの AVB トラブルシューティン

グのセクションを参照してください。 
- macOS Big Surにおいて、Ethernet Virtual Audio AVBエンティティを P1およびアンプリファイドコントローラーListenerに接続す

ることは現在推奨していません。この接続を行うとmacOS Big Surがキャッシュにこれを記憶するため、macOS Big Surと Listener
の間で接続が解除された場合に復元されます。macOS Big Surが再接続すると、これらのリスナーに現状で接続されている Talkerを予
告なく削除し、Virtual Audioエンティティに置き換えてしまいます。必要に応じて、ターミナル（要管理者権限）で以下のコマンドを実
行することで、この動作を停止し、キャッシュを削除できます。 

問題が発生した場合は、埋め込みヘルプの AVBトラブルシューティングセクションを必ずご確認ください。 
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M1 
記録後にアサインを変更すると測定値が削除されてしまう可能性があるため、Tuningページで測定を記録する前に、Setupページですべての
ユニット対グループのアサイン、グループ対ロケーションのアサインをダブルチェックし、すべての親グループが EQ タブや Autoalign タブ
で正しく表示されることを確認してください。 

M1 Recordタブのマイクレベルはプリミュートであり、マイクがミュートされている場合は背景色がライトグレーで表示されます。レコーデ
ィングの前にマイクをアンミュートしてください。 

P1のバスを介して測定をする場合は、正しくモデル化されたレスポンスを取得するために、LPF/HPF/ノッチフィルターを無効にしてから測定
し、測定後にこれらのフィルターを M1内で適用することをおすすめします。 

Recordタブのスイープ設定：ソフトウェアの組み込みヘルプを参照してください。 

システムアラインの推奨： 
- 作業を始める前にすべてのアンプリファイドコントローラーと P1バスの極性を＋に設定します。 
- M1コントロールパネルの Autoalignタブからのみ極性の変更を管理します。 
- すでにアライメントを施したエレメントのシステムの一部を他とアライメントするには、アライメントを施した部分を含む追加のグルー

プを用いて反復処理します。以下にその例を掲げます。 
- サブとメインのアライメントをとった後にフロントフィルとのアライメントをとる場合、Autoalign タブでサブグループとメイン

グループの 2つのグループをフロントフィルにアライメントするのではなく、追加のグループである"Sub +Main "を使用してサブ
とメインを "Front-Fills "グループにアライメントします。 

- この作業が終わった後に、"Sub+Main+FF"を使って"Out-Fills"とのタイムアライメントをとります。 

オートフィルターモードとM1メジャーメント 
M1 は測定後のソース内ゾーニンググループパラメーター変更をモデル化できません。すでに測定したソースの Autofilter モードを変
更した場合は、再度測定してください。ヘルプの Autofilter active modeを参照してください。 

RTA 
Liveページで RTAインターフェイスを使用する前に、Setupページの Operating Mode selectorから P1 Live Modeを有効にします。 
ネットワーク上に複数の P1が存在する場合、1台の P1のみ P1 Live Modeを有効にすることをお勧めします。他の P1の P1 Live Mode が無
効になっていることを確認してください。複数の P1で RTAを有効にする必要がある場合は、3台を超える P1で Live Modeを有効にしないで
ください。 


